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第
７
章　

原
爆
と
新
聞
報
道

四
條　

知
恵

　

広
島
市
と
長
崎
市
は
、
原
爆
被
害
を
受
け
た
土
地
で
あ
る
。
現
在
の
報
道
を
見
て
も
、
テ
レ
ビ
、
新
聞

と
も
に
、
地
域
的
に
原
爆
被
害
関
連
の
ニ
ュ
ー
ス
が
扱
わ
れ
る
頻
度
は
高
い
。
特
に
、
広
島
の
地
元
の
ブ

ロ
ッ
ク
紙
で
あ
る
『
中
国
新
聞
』
は
、
長
年
の
蓄
積
も
あ
り
、
原
爆
被
害
関
連
の
報
道
に
力
を
入
れ
て
い

る
。
原
爆
被
害
関
連
の
報
道
は
、
時
期
的
に
は
八
月
に
向
け
て
増
え
て
く
る
。
こ
の
要
因
に
は
、
八
月
に

向
け
て
原
爆
・
平
和
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
や
関
係
す
る
来
訪
者
が
増
え
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
報
道
関
係
者

も
調
査
・
取
材
を
す
る
と
い
う
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
マ
ス
コ
ミ
全
体
を
見
る
と
、
八
月
六
日
の
広
島
の

原
爆
投
下
日
、
九
日
の
長
崎
の
原
爆
投
下
日
、
そ
し
て
八
月
一
五
日
の
終
戦
記
念
日
に
至
る
ま
で
を
一
つ

の
流
れ
と
し
て
、
こ
の
時
期
に
、
原
爆
・
核
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
を
め
ぐ
る
特
集
記
事
や
番
組
が
組
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ま
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
報
道
は
、
時
に
「
夏
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」「
季
節
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出

版 2003: 362

）
と
も
呼
ば
れ
て
き
た
。
こ
れ
は
一
年
単
位
の
話
だ
が
、
被
爆
五
〇
周
年
や
七
五
周
年
な
ど
の

区
切
り
で
は
、
記
念
す
る
と
い
う
行
為
自
体
が
活
発
化
し
、
よ
り
盛
ん
な
報
道
が
な
さ
れ
る
。
し
か
し
、

こ
う
し
た
「
夏
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
は
、
被
爆
直
後
か
ら
、
こ
の
よ
う
に
盛
ん
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

以
下
で
は
、『
長
崎
新
聞
』
を
例
に
、
被
爆
翌
日
か
ら
約
一
カ
月
間
の
新
聞
報
道
を
見
て
い
き
た
い
。

１　

被
爆
後
か
ら
約
一
カ
月
間
の
『
長
崎
新
聞
』
の
報
道

被
爆
直
後
の
報
道

　

被
爆
か
ら
七
六
年
の
間
、
新
聞
報
道
は
徐
々
に
変
化
し
て
き
た
が
、
原
爆
投
下
後
の
一
カ
月
は
、
最
も

報
道
の
姿
勢
が
変
化
し
た
時
期
だ
っ
た
。
新
聞
は
ラ
ジ
オ
や
映
画
と
と
も
に
、
当
時
の
主
要
な
メ
デ
ィ
ア

の
一
つ
で
あ
る
。
長
崎
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
翌
日
の
一
九
四
五
年
八
月
一
〇
日
の
新
聞
は
、
長
崎
市
へ

の
原
爆
投
下
を
「
長
崎
市
に
新
型
爆
彈 
被
害
は
僅
少
の
見
込
み
」
と
報
じ
た
。
見
出
し
に
は
、
原
子
爆
弾

の
こ
と
が
、
新
型
爆
弾
と
記
さ
れ
て
い
る
。
続
く
記
事
は
た
っ
た
二
行
で
、「
西
部
軍
管
区
司
令
部
發
表

（
昭
和
二
十
年
八
月
九
日
十
四
時
四
十
五
分
）
一
、
八
月
九
日
午
前
十
一
時
頃
敵
大
型
二
機
は
長
崎
市
に
侵
入
し

新
型
爆
彈
ら
し
き
物
を
使
用
せ
り　

二
、
詳
細
目
下
調
査
中
な
る
も
被
害
は
比
較
的
僅
少
な
る
見
込
み
」



第７章　原爆と新聞報道

161

と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
し
か
し
、
凄
ま
じ
い
被
害
が
出
た
た
め
に
、
実
際
こ
の
新
聞
が
ど
れ
だ
け
の
市
民

の
手
に
渡
っ
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。

　

翌
一
一
日
の
一
面
に
は
、「
新
聞
相
互
協
定
に
も
と
づ
き
本
紙
は
昨
十
日
附
よ
り
西
日
本
新
聞
社
に
て
印

刷
し
て
を
り
ま
す
」
と
い
う
、
長
崎
新
聞
社
の
小
さ
な
社
告
が
掲
載
さ
れ
た
。
こ
の
時
、
既
に
長
崎
市
の

北
部
は
壊
滅
し
、
長
崎
新
聞
社
自
体
も
被
災
し
て
、
新
聞
が
印
刷
で
き
る
よ
う
な
状
態
で
は
な
か
っ
た
。

当
時
新
聞
社
は
、
自
社
が
被
災
し
た
時
は
他
社
に
代
行
し
て
印
刷
し
て
も
ら
う
と
い
う
協
定
を
結
ん
で
い

た
た
め
、
こ
の
新
聞
も
福
岡
の
西
日
本
新
聞
社
が
発
行
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
状
態
に
あ
り

な
が
ら
も
、
前
日
の
新
聞
で
は
「
被
害
は
僅
少
」
と
報
じ
て
い
る
。
当
時
の
大
日
本
帝
国
政
府
に
よ
る
新

聞
の
検
閲
が
行
わ
れ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
新
聞
だ
け
で
な
く
、
当
時
の
学
校
の
卒
業
ア
ル
バ
ム
な
ど
に

も
、
陸
軍
検
閲
済
と
い
う
印
鑑
が
押
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
時
代
の
中
で
、
日
本
の
戦
局
は
不
利
だ
っ

た
が
、
被
害
の
状
況
が
正
確
に
国
民
に
伝
え
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

同
じ
八
月
一
一
日
の
二
面
に
は
「
恐
れ
る
な
新
型
爆
彈
・
勝
つ
手
あ
り
」「
閃
光
で
最
寄
の
壕
へ
」
と
い

う
記
事
が
あ
る
。
こ
の
記
事
は
、「
新
型
の
發
す
る
熱
波
を
直
接
受
け
れ
ば
身
體
の
露
出
部
分
は
痲
痺
す
る

程
度
に
火
傷
し
、
薄
い
夏
シ
ヤ
ツ
で
は
水
泡
が
で
き
る
程
度
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
頭
巾
を
被
り
、
手
袋

を
は
め
、
熱
波
の
直
射
を
受
け
な
い
と
こ
ろ
に
伏
せ
て
さ
へ
居
れ
ば
被
害
は
な
い
」
と
、
ど
の
よ
う
な
服
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装
に
す
れ
ば
よ
い
か
を
伝
え
て
い
る
。
し
か
し
、
原
爆
投
下
に
よ
り
爆
心
地
付
近
の
地
表
温
度
は
、
三
〇

〇
〇
―
四
〇
〇
〇
度
に
も
な
り
、
長
崎
市
の
北
部
地
域
は
壊
滅
し
て
い
る
。
離
れ
て
い
れ
ば
、
こ
の
程
度

の
被
害
で
済
む
こ
と
も
あ
り
う
る
が
、
不
正
確
で
、
楽
観
的
な
情
報
を
伝
え
て
い
る
と
い
え
る
。

　

翌
一
二
日
の
新
聞
で
は
、「
殘
虐
・
例
を
見
ず　

新
型
爆
彈
の
害
惡
・
毒
ガ
ス
を
凌
駕　

帝
國
、
米
國
に

嚴
重
抗
議
」
と
い
う
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。
ス
イ
ス
政
府
を
通
じ
て
大
日
本
帝
国
政
府
が
ア
メ
リ
カ
政
府

に
抗
議
文
を
出
し
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
の
抗
議
文
の
中
で
帝
国
政
府
は
、
米
国
は
「
多
數
の
老
幼

婦
女
子
を
殺
傷
し
、
神
社
、
佛
閣
、
學
校
、
病
院
、
一
般
民
家
を
破
壊
ま
た
は
燒
失
せ
し
め
た
り
」「
全
人

類
お
よ
び
文
明
の
名
に
お
い
て
、
米
國
政
府
を
□
（
判
読
不
能
）
彈
す
る
と
と
も
に
卽
時
か
か
る
非
人
道
兵

器
の
使
用
を
放
棄
す
べ
き
こ
と
を
巖
重
に
要
求
す
」
と
原
爆
の
被
害
を
訴
え
、
非
人
道
的
だ
と
抗
議
し
て

い
る
。
こ
の
ほ
か
の
記
事
で
は
、
長
崎
市
の
被
っ
た
被
害
の
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
触
れ
て
い
な
い
が
、
こ
こ

で
は
、「
殘
虐
・
例
を
見
ず
」
と
原
子
爆
弾
の
残
虐
性
を
強
調
し
て
い
る
。

　

一
方
で
、
八
月
一
四
日
の
見
出
し
に
は
、「
市
電
も
近
く
運
轉 

立
ち
直
る
長
崎
市
」
と
あ
り
、
こ
こ
で

は
、
鉄
道
、
電
話
も
早
急
な
復
旧
を
実
施
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
、
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
別
の
記
事
か

ら
も
、
長
崎
市
は
市
電
ど
こ
ろ
か
、
電
気
や
通
信
も
止
ま
る
ほ
ど
の
被
害
を
受
け
て
い
た
と
い
う
こ
と
が

わ
か
る
が
、
こ
れ
に
先
立
っ
て
市
電
や
電
気
、
通
信
が
止
ま
っ
て
い
た
と
い
う
報
道
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
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よ
う
な
復
旧
や
救
援
に
関
わ
る
記
事
か
ら
、
か
ろ
う
じ
て
、
被
害
の
大
き
さ
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

一
九
四
五
年
八
月
一
五
日
、
い
わ
ゆ
る
玉
音
放
送
の
あ
っ
た
日
の
新
聞
の
一
面
の
見
出
し
は
、「
大
東
亞

戰
爭
終
結
の
聖
斷
降
る
」
で
あ
る
。
つ
い
に
、
戦
争
が
終
わ
っ
た
。
同
じ
一
面
の
下
の
部
分
に
は
、「
御
親

ら
大
詔
を
御
放
送 

原
子
爆
彈
の
慘
害
御
軫
念
」（
天
子
が
心
を
痛
め
る
）
と
あ
る
。
こ
こ
で
初
め
て
原
子
爆
弾

と
い
う
言
葉
を
使
い
、
天
皇
が
原
爆
の
惨
害
に
心
を
痛
め
、
戦
争
終
結
を
決
め
た
と
報
じ
て
い
る
。
同
じ

一
五
日
の
二
面
に
は
、「
新
型
彈
は
原
子
爆
彈　

火
藥
二
萬
瓩
に
匹
敵
す
」
と
い
う
見
出
し
で
、
戦
局
を
決

定
づ
け
た
最
大
の
原
因
の
一
つ
で
あ
る
原
子
爆
弾
と
は
い
か
な
る
も
の
か
と
い
う
仁
科
芳
雄
博
士
の
談
話

が
掲
載
さ
れ
た
。
同
じ
紙
面
に
は
、「
殊
勲
甲
・
諫
早
の
炊
出
部
隊　

長
崎
へ
握
飯
の
奔
流 

ト
ラ
ツ
ク
で

素
早
く
配
給
」
と
い
う
記
事
も
「
非
常
炊
出
の
一
戰
訓
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
救
援
救
護
の
迅
速

さ
を
褒
め
、
戦
闘
で
得
ら
れ
た
教
訓
と
し
て
扱
っ
た
記
事
で
は
あ
る
が
、
こ
の
時
、
長
崎
で
は
、
ま
さ
に

直
後
の
救
援
救
護
活
動
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

語
ら
れ
始
め
る
原
爆
被
害

　

戦
争
が
終
わ
る
と
、
今
度
は
原
子
爆
弾
の
被
害
が
し
き
り
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

例
え
ば
、
八
月
二
四
日
の
「
人
類
の
敵
・
原
子
爆
彈　

防
總
本
部
鳥
井
技
師
・
廣
島
慘
害
調
査
報
告
」「
熱
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感
二
秒　

悉
く
黑
焦
げ　

爆
心
部
で
は
膓
飛
出
す
」
と
い
う
記
事
で
は
、
広
島
の
被
害
に
つ
い
て
で
は
あ

る
が
、
調
査
報
告
と
い
う
形
で
被
害
の
状
況
が
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
敗
戦
で
被
害
を
隠
す
意

味
が
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
か
、
以
前
の
「
被
害
は
僅
少
」
と
い
う
よ
う
な
記
事
と
比
べ
る
と
か

な
り
被
害
が
報
道
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。
九
月
三
日
の
二
面
に
は
、「
傷
一
つ
負
は
ず
絶
命　

原
子

爆
彈　

毒
ガ
ス
に
數
倍
す
る
殘
虐
性
」「
同
じ
症
狀
で
進
行
」
と
い
う
見
出
し
で
放
射
線
の
被
害
が
報
じ
ら

れ
た
。
こ
の
頃
に
な
っ
て
、
さ
し
て
大
き
な
傷
の
な
い
人
が
次
々
と
亡
く
な
り
始
め
た
。
そ
う
い
う
状
況

も
あ
っ
て
か
、
被
爆
か
ら
一
カ
月
ぐ
ら
い
し
て
、
こ
の
ほ
か
に
も
放
射
線
の
被
害
に
関
す
る
記
事
が
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。
こ
の
時
の
長
崎
の
住
民
に
と
っ
て
は
、
放
射
線
の
被
害
は
大
き
な
関
心
事
だ
っ

た
。
長
崎
新
聞
は
九
月
一
四
日
に
代
行
印
刷
か
ら
自
力
発
行
に
戻
り
、
こ
れ
以
降
、
長
崎
に
関
す
る
記
事

が
出
や
す
く
な
る
。

　

原
爆
が
投
下
さ
れ
て
か
ら
一
カ
月
以
上
が
経
っ
た
九
月
一
五
日
、「
原
子
爆
彈
一
カ
月
後
の
現
地　

被
爆

者
續
々
と
死
亡　

絶
え
ぬ
街
の
火
葬　

神
の
試
煉
に
起
つ
聖
敎
徒
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
壊
れ
た
浦
上

教
会
や
聖
像
を
写
し
た
写
真
と
と
も
に
、
現
地
を
取
材
し
た
写
真
入
り
の
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
が
掲
載
さ
れ

た
。
長
崎
の
爆
心
地
付
近
の
現
地
報
告
は
こ
れ
が
初
め
て
で
あ
る
。
こ
の
記
事
の
中
で
、「
だ
る
く
な
っ
て

高
熱
を
発
し
、
咽
喉
が
は
れ
て
食
物
が
通
ら
な
く
な
り
、
や
が
て
頭
髪
が
抜
け
は
じ
め
て
嘔
吐
を
催
し
肌
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に
赤
い
血
の
斑
点
が
現
れ
る
と
も
う
助
か
ら
な
い
。
こ
の
血
斑
点
が
現
は
れ
て
く
る
と
丈
夫
な
人
な
ら
五

日
く
ら
い
、
弱
い
人
だ
と
數
時
間
の
中
に
死
亡
す
る
や
う
で
す
」
と
神
父
が
取
材
に
答
え
て
い
る
。
被
爆

か
ら
一
カ
月
以
上
経
っ
て
も
、
ま
だ
死
者
は
出
続
け
て
い
た
。

　

九
月
一
六
日
に
は
、
長
崎
に
来
た
科
学
者
談
と
し
て
、「
雲
の
爲
め
“
投
下
”
狂
ふ　

全
滅
を
免
れ
た
長

崎　

爆
彈
威
力
は
廣
島
の
倍
」
と
い
う
よ
う
な
、
原
爆
の
威
力
に
関
す
る
記
事
が
一
面
で
報
じ
ら
れ
る
よ

う
に
も
な
っ
た
。
同
じ
日
の
新
聞
に
は
、「
健
康
者
が
續
々
死
ぬ　

恐
怖
の
第
三
群
症
狀　

次
は
第
四
、
五

群
の
新
犠
牲
」「
原
子
爆
彈
見
え
ぬ
猛
毒
」
と
い
う
放
射
線
の
被
害
に
関
す
る
記
事
や
「
進
駐
軍
を
迎
へ
る

に
當
つ
て　

先
づ
氣
持
を
平
靜
に
」
と
い
う
進
駐
軍
に
関
す
る
記
事
も
見
ら
れ
る
。
こ
の
頃
に
は
、
ア
メ

リ
カ
や
日
本
の
大
学
の
調
査
団
が
次
々
と
長
崎
入
り
し
、
学
者
の
発
言
が
新
聞
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
。
一
六
日
の
記
事
を
受
け
て
一
九
日
に
は
、「
鰯
の
腸
や
柿
の
葉　

原
子
爆
彈
第
四
、
五
群

に
備
へ
よ
う
」
と
い
う
記
事
も
出
て
い
る
。
記
事
に
は
、
原
子
爆
彈
の
猛
害
は
健
康
そ
う
に
見
え
る
生
き

残
り
の
肉
体
を
も
や
が
て
侵
し
て
第
四
群
、
第
五
群
の
病
人
が
出
現
す
る
だ
ろ
う
と
い
う
九
州
帝
国
大
学

医
学
部
の
報
告
が
「
長
崎
市
民
の
間
に
大
衝
動
を
與
へ
て
ゐ
る
」
と
あ
る
。
ま
た
、
肝
臓
製
剤
を
医
者
が

推
奨
す
る
が
、
手
に
入
ら
な
い
の
で
国
家
で
保
障
し
て
ほ
し
い
と
い
う
市
民
の
声
に
対
し
て
、
長
崎
医
科

大
学
の
教
授
が
「
民
間
療
法
と
し
て
、
魚
の
腸
、
こ
と
に
長
崎
で
比
較
的
入
手
し
易
い
鰯
の
腸
を
肝
臓
製



166

剤
の
代
用
に
」
と
勧
め
て
い
る
。
放
射
線
の
被
害
に
対
し
て
、
何
を
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
物
資
が
満
足
に

手
に
入
ら
な
い
中
で
、
手
に
入
る
身
近
な
も
の
で
治
療
を
試
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
市
民
の
姿
を
垣
間
見

る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
に
原
爆
の
被
害
が
新
聞
で
報
じ
ら
れ
た
の
は
、
一
瞬
の

こ
と
だ
っ
た
。

占
領
軍
の
上
陸

　

鰯
の
腸
の
代
用
が
勧
め
ら
れ
た
の
と
同
じ
九
月
一
九
日
の
新
聞
に
、「
朝
日
新
聞
社
に
發
行
停
止
命
令
」

と
い
う
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。
な
ぜ
、
朝
日
新
聞
社
は
発
行
停
止
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
遡
る
こ
と
四

日
の
一
五
日
に
、
米
軍
宣
伝
対
策
局
民
間
検
閲
主
任
ド
ナ
ル
ド
・
フ
ー
ヴ
ァ
ー
大
佐
は
、
日
本
の
ラ
ジ
オ
、

新
聞
な
ど
の
報
道
に
対
し
て
、「
偽
の
ニ
ュ
ー
ス
と
か
人
を
躍
ら
せ
る
や
う
な
報
道
は
今
後
一
切
許
さ
な

い
。
ま
た
聯
合
國
に
対
す
る
批
評
も
許
さ
れ
な
い
」、
こ
れ
は
交
渉
で
は
な
く
、
命
令
だ
と
述
べ
た
。
こ
の

後
、
日
本
の
報
道
機
関
は
、
連
合
国
軍
の
検
閲
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。「
朝
日
新
聞
が
九
月
一
五
日
か
ら

十
七
日
の
三
日
間
に
わ
た
つ
て
掲
載
し
た
記
事
が
公
安
を
攪
亂
す
る
ご
と
き
記
事
を
掲
載
せ
ざ
る
や
う
と

の
九
月
十
日
附
最
高
司
令
官
の
指
令
に
違
反
し
て
ゐ
る
と
の
裁
断
を
下
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
」
と
紙
面
は

説
明
す
る
。
朝
日
新
聞
は
公
安
を
か
く
乱
す
る
よ
う
な
記
事
を
出
し
た
と
い
う
理
由
で
、
発
行
停
止
と
な
っ
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た
。
刷
り
上
が
っ
た
も
の
が
発
行
で
き
な
い
と
な
る
と
、
新
聞
社
に
と
っ
て
は
経
済
的
に
大
き
な
打
撃
で

あ
る
。「
公
安
」
と
は
、
公
共
の
安
寧
、
社
会
が
安
ら
か
に
治
ま
る
こ
と
を
指
す
が
、
何
を
も
っ
て
公
安
と

す
る
か
と
い
う
基
準
は
、
は
っ
き
り
と
定
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。「
公
安
を
か
く
乱
」
と
い
う
の

も
、
同
様
に
あ
い
ま
い
な
点
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
と
、
実
際
に
検
閲
さ
れ
る
か
ど
う
か
以

前
に
、
検
閲
を
さ
れ
る
側
は
こ
れ
は
ひ
っ
か
か
る
の
で
は
な
い
か
と
過
剰
に
自
主
規
制
を
し
て
し
ま
う
。

長
崎
に
は
検
閲
の
開
始
と
相
前
後
し
て
、
こ
の
四
日
後
の
二
三
日
に
ア
メ
リ
カ
軍
が
上
陸
し
て
き
た
。
こ

の
後
、
原
爆
被
害
の
報
道
も
徐
々
に
減
少
し
、
一
〇
月
に
入
る
と
ぱ
た
り
と
途
絶
え
て
し
ま
っ
た
。
以
降

の
新
聞
報
道
は
、
例
外
は
あ
る
も
の
の
、
復
興
に
関
わ
る
文
脈
あ
る
い
は
八
月
九
日
の
式
典
な
ど
以
外
で

は
、
ほ
ぼ
原
爆
被
害
を
扱
わ
な
く
な
る
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
含
む
詳
細
な
原
爆
被
害
の
報
道
は
見
ら
れ
な

く
な
り
、
原
爆
被
害
の
調
査
に
関
す
る
報
道
も
、
紙
幅
が
狭
く
、
目
立
た
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。

「
死
の
同
心
円
」

　

原
爆
被
害
の
報
道
が
途
絶
え
た
時
、
被
害
を
受
け
た
長
崎
の
人
々
は
、
ど
の
よ
う
な
状
況
に
お
か
れ
て

い
た
の
だ
ろ
う
か
。
秋
月
辰
一
郎
は
、『
長
崎
原
爆
記
』
の
「
死
の
同
心
円
」
と
い
う
章
の
中
で
、
次
の
よ

う
に
記
し
て
い
る
。
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原
子
爆
弾
被
爆
の
本
当
の
恐
ろ
し
さ
は
、
実
は
八
月
下
旬
か
ら
九
月
の
終
り
、
あ
る
い
は
十
月
の

初
め
に
か
け
て
の
約
四
、
五
十
日
間
に
、
切
々
と
体
験
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

石
川
神
父
、
岩
永
修
道
士
、
私
、
野
口
神
学
生
、
看
護
婦
た
ち
、
あ
る
い
は
こ
の
病
院
に
入
院
し

た
人
た
ち
、
本
原
町
よ
り
下
の
方
に
住
む
人
々
に
と
っ
て
、
こ
れ
か
ら
四
十
日
間
の
一
日
一
刻
は
、

死
と
直
面
し
た
、
目
に
は
見
え
な
い
魔
物
に
お
び
や
か
さ
れ
た
一
日
一
日
の
生
活
で
あ
り
、
生
命
で

あ
っ
た
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
原
爆
症
、
放
射
線
障
害
と
、
い
ろ
い
ろ
名
称
を
つ
け
る
こ
と
は
で
き
る
。
し
か

し
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
名
前
で
あ
っ
て
、
そ
の
本
体
は
何
か
分
ら
な
い
。
そ
れ
は
最
愛
の
子
や
妻
を

奪
っ
て
ゆ
く
魔
物
で
あ
っ
た
。
原
子
爆
弾
の
中
心
地
よ
り
、
五
百
メ
ー
ト
ル
か
ら
千
五
百
メ
ー
ト
ル
、

二
千
メ
ー
ト
ル
の
距
離
で
被
爆
し
た
人
び
と
が
、
こ
の
八
月
下
旬
か
ら
四
十
日
、
五
十
日
の
間
に
死

ん
で
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
大
部
分
の
人
が
死
ん
で
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
も
そ
の
四
十
日
は
、
混
乱
の
真
最
中
で
、
科
学
も
救
助
も
医
療
も
報
道
も
、
き
わ
め
て
不
十

分
の
活
動
し
か
で
き
な
か
っ
た
。
人
び
と
は
焼
け
た
だ
れ
た
芋
畑
や
夏
草
の
中
で
兄
姉
と
か
妻
に
見

と
ら
れ
て
、
あ
る
い
は
た
だ
一
人
で
、
看
護
も
な
く
死
ん
で
い
っ
た
（
秋
月 1966: 94-95

）。
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秋
月
は
、「
八
月
下
旬
か
ら
四
十
日
、
五
十
日
の
間
に
」、
被
爆
し
た
人
々
の
ほ
と
ん
ど
大
部
分
が
死
ん
で

し
ま
っ
た
と
記
し
て
い
る
。
原
爆
被
害
の
報
道
が
途
絶
え
た
の
は
、
ま
さ
に
被
爆
し
た
人
々
が
次
々
と
亡

く
な
っ
て
い
る
時
だ
っ
た
。

被
爆
者
へ
の
影
響

　

原
爆
被
害
が
報
道
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
、 

被
爆
者
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
っ
た
か
を
考
え
て
み
た

い
。
ま
ず
、
放
射
線
の
被
害
に
対
す
る
正
確
な
情
報
が
入
ら
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
実
際
は
、

放
射
線
の
影
響
で
脱
毛
や
皮
下
出
血
な
ど
の
症
状
が
出
て
、
人
々
が
次
々
と
亡
く
な
っ
て
い
く
状
況
だ
っ

た
が
、
新
聞
紙
面
上
で
は
、
調
査
団
が
来
て
医
学
的
な
調
査
が
行
わ
れ
て
も
、
楽
観
的
な
見
出
し
し
か
出

な
く
な
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
被
爆
地
の
人
々
は
、
原
爆
被
害
の
特
殊
性
を
掴
み
に
く
く
、
ま
た
、
病

気
の
治
療
に
対
す
る
有
益
な
情
報
も
得
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
た
。
次
に
、
被
害
を
受
け
た
人
が
、
孤
立

し
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
新
聞
が
取
り
上
げ
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
被
害
を
受
け
た
人
に
と
っ

て
は
被
害
を
訴
え
る
場
が
、
逆
に
被
害
を
受
け
て
い
な
い
人
に
と
っ
て
は
、
そ
の
被
害
の
状
況
を
知
る
手

段
が
奪
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
た
。
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
重
要
な
活
動
の
一
つ
は
、
社
会
的
な
問
題

を
掘
り
起
こ
し
、
被
害
者
の
声
を
拾
っ
て
世
に
届
け
る
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
役
割
が
十
分
に
果
た
せ
な
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い
こ
と
で
、
被
害
者
が
公
の
場
に
つ
な
が
る
回
路
が
狭
ま
り
、
被
害
を
語
る
こ
と
が
で
き
ず
、
孤
立
す
る

と
い
う
状
況
が
生
ま
れ
る
。
被
爆
者
の
援
護
政
策
が
国
に
よ
っ
て
始
ま
っ
た
の
は
一
九
五
七
年
で
、
被
爆

か
ら
一
二
年
も
経
っ
た
後
だ
っ
た
。

２　
「
検
閲
」
と
は

検
閲
の
定
義
と
日
本
国
憲
法

　
「
検
閲
」
の
意
味
を
辞
書
で
引
く
と
、『
精
選
版 

日
本
語
大
辞
典
』
に
は
、「
行
政
権
が
主
体
と
な
っ
て
、

新
聞
・
雑
誌
・
書
籍
を
は
じ
め
、
放
送
・
映
画
・
演
劇
・
郵
便
信
書
な
ど
の
表
現
内
容
を
発
表
前
に
強
制

的
に
審
査
し
て
、
不
適
当
と
認
め
る
も
の
の
発
表
を
禁
止
す
る
こ
と
。
思
想
統
制
、
公
安
ま
た
は
機
密
保

持
な
ど
の
た
め
に
行
な
わ
れ
た
」
と
あ
る
。
発
表
前
に
と
あ
る
が
、
ア
メ
リ
カ
軍
の
場
合
は
発
表
後
に
行

わ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
、
定
義
と
し
て
は
不
正
確
な
部
分
が
あ
る
。「
行
政
権
」
と
は
、
国
が
統
治
権

に
基
づ
い
て
一
般
行
政
を
行
う
機
能
で
、
立
法
権
、
司
法
権
と
並
ぶ
三
権
の
一
つ
で
あ
る
。
ま
た
、『
広
辞

苑 

第
七
版
』
は
よ
り
簡
潔
に
、「
調
べ
あ
ら
た
め
る
こ
と
。
特
に
、
出
版
物
・
映
画
な
ど
の
内
容
を
公
権

力
が
審
査
し
、
不
適
当
と
認
め
る
と
き
は
そ
の
発
表
な
ど
を
禁
止
す
る
行
為
を
い
い
、
日
本
国
憲
法
は
こ

れ
を
禁
止
」
と
定
義
し
て
い
る
。
こ
ち
ら
は
、
国
家
ま
た
は
公
共
団
体
が
国
民
に
対
し
命
令
し
強
制
す
る
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権
力
を
指
す
「
公
権
力
」
と
い
う
言
葉
を
使
用
し
て
い
る
が
、
前
者
、
後
者
と
も
に
行
政
を
司
る
権
力
と

い
う
と
こ
ろ
は
変
わ
ら
な
い
。
そ
し
て
、
日
本
国
憲
法
は
こ
れ
を
禁
止
し
て
い
る
。

　

日
本
国
憲
法
第
二
一
条
の
条
文
に
は
、「
集
会
、
結
社
及
び
言
論
、
出
版
そ
の
他
一
切
の
表
現
の
自
由

は
、
こ
れ
を
保
障
す
る
。
検
閲
は
、
こ
れ
を
し
て
は
な
ら
な
い
。
通
信
の
秘
密
は
、
こ
れ
を
侵
し
て
は
な

ら
な
い
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
日
本
に
お
け
る
表
現
の
自
由
の
根
拠
と
な
る
条
文
で
あ
る
。
日
本
国
憲
法

の
施
行
は
一
九
四
七
年
五
月
で
、
占
領
下
で
検
閲
が
行
わ
れ
て
い
た
時
期
と
重
な
る
の
は
、
皮
肉
な
こ
と

で
も
あ
る
。

原
爆
被
害
と
検
閲
を
学
ぶ
た
め
に

　

原
爆
被
害
と
検
閲
に
関
し
て
は
、
複
数
の
書
籍
や
先
行
研
究
が
あ
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
前
後
の
大
日

本
帝
国
お
よ
び
日
本
国
に
関
す
る
検
閲
は
、
大
日
本
帝
国
政
府
に
よ
る
も
の
と
戦
後
の
連
合
国
に
よ
る
も

の
が
あ
る
が
、
今
回
は
、
原
爆
被
害
に
関
し
て
後
者
を
扱
っ
た
本
を
紹
介
し
た
い
。
ま
ず
は
、
一
九
八
八

年
に
翻
訳
書
が
出
版
さ
れ
た
『
検
閲
―
―1945-1949　

禁
じ
ら
れ
た
原
爆
報
道
』（Braw

 1986

＝1988

）
で

あ
る
。
著
者
の
モ
ニ
カ
・
ブ
ラ
ウ
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
出
身
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
、
同
書
は
彼
女
の
博
士

論
文
を
書
籍
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
日
本
へ
の
民
主
主
義
の
導
入
を
掲
げ
て
い
た
ア
メ
リ
カ
人
が
、
ア
メ
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リ
カ
人
自
身
に
よ
る
検
閲
を
導
入
し
た
理
由
を
ア
メ
リ
カ
の
公
文
書
を
丹
念
に
追
う
こ
と
で
追
求
し
て
い

る
。
絶
版
と
な
っ
て
い
た
が
、
二
〇
一
一
年
に
繁
沢
敦
子
の
手
で
再
び
翻
訳
が
刊
行
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、

旧
訳
の
刊
行
に
あ
た
り
、
著
者
が
冒
頭
に
掲
げ
た
「
日
本
の
読
者
の
た
め
に
」
と
い
う
文
章
の
一
部
を
紹

介
す
る
。

　

日
本
の
方
は
、
私
が
ア
メ
リ
カ
占
領
中
の
日
本
に
お
け
る
原
子
爆
弾
の
検
閲
に
か
ん
し
て
本
を
書

い
た
と
申
し
上
げ
る
と
、
た
い
て
い
と
て
も
驚
か
れ
る
。
こ
の
問
題
を
深
く
研
究
し
た
日
本
人
が
い

な
い
と
い
う
の
に
、
な
ぜ
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
出
身
者
が
、
博
士
論
文
と
し
て
認
め
ら
れ
る
ほ
ど
の
努
力

を
傾
け
て
ま
で
、
わ
ざ
わ
ざ
そ
の
よ
う
な
研
究
を
し
た
の
か
理
解
し
が
た
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
方
々
は
、
日
本
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
検
閲
が
日
本
人
だ
け
に
、
そ
れ
も
歴
史
に
興
味
が
あ
る

者
に
と
っ
て
の
み
、
関
心
を
よ
ぶ
こ
と
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
よ
う
に
み
う
け
ら
れ
る
。
…
…
中

略
…
…

　

日
本
に
民
主
主
義
を
導
入
し
つ
つ
あ
る
と
い
っ
て
い
た
ア
メ
リ
カ
人
が
、
そ
れ
と
同
時
に
ア
メ
リ

カ
人
自
身
に
よ
る
検
閲
を
も
導
入
し
た
こ
と
に
、
私
は
衝
撃
を
受
け
た
。
軍
事
上
の
機
密
保
持
に
重

要
な
関
係
が
あ
り
そ
う
な
こ
と
が
ら
の
み
な
ら
ず
、
純
粋
に
私
事
に
わ
た
る
話
ま
で
も
、
印
刷
出
版
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を
禁
止
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
と
く
に
衝
撃
的
で
あ
っ
た
。
長
崎
の
十
五
歳
の
一
女
学
生
で
さ
え
、

彼
女
が
住
ん
で
い
る
街
に
原
子
爆
弾
が
落
と
さ
れ
た
日
の
思
い
出
を
出
版
す
る
許
可
を
え
ら
れ
な
か
っ

た
。
ア
メ
リ
カ
の
検
閲
官
は
、
彼
女
の
話
が
日
本
に
お
い
て
「
公
共
の
安
寧
を
乱
す
で
あ
ろ
う
」
と

の
べ
た
。
い
い
か
え
る
と
、
原
子
爆
弾
の
事
実
を
語
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
…
…
中

略
…
…

　

し
か
し
、
私
は
ま
た
、
本
書
が
読
者
に
と
っ
て
、
権
力
者
と
い
う
も
の
は
ど
の
よ
う
に
し
て
情
報

一
般
の
統
制
を
こ
こ
ろ
み
る
の
か
、
そ
の
こ
と
を
考
え
る
よ
す
が
と
な
る
よ
う
願
う
も
の
で
あ
る
。

権
力
者
に
よ
る
情
報
統
制
の
試
み
は
占
領
中
の
日
本
に
お
い
て
の
み
お
こ
っ
た
の
で
は
な
い
。
そ
れ

は
今
日
も
多
く
の
国
で
、
あ
ま
た
の
や
り
方
で
行
わ
れ
て
い
る
。
情
報
統
制
の
試
み
が
行
わ
れ
る
た

び
に
、
人
々
は
、
知
る
権
利
を
、
そ
し
て
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
意
見
を
ま
と
め
、
自
己
の
生
き
方
の

方
向
を
定
め
る
権
利
を
だ
ま
し
取
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

原
子
爆
弾
の
検
閲
の
問
題
は
、
四
〇
年
前
の
日
本
に
の
み
か
か
わ
る
問
題
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、

私
た
ち
一
人
び
と
り
の
将
来
に
も
か
か
わ
っ
て
い
る
。（Braw

 1986

＝1988: i-iii

）

　

三
五
年
近
く
前
の
文
章
だ
が
、
彼
女
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
出
身
の
自
分
が
日
本
の
検
閲
を
対
象
に
博
士
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論
文
を
書
い
た
と
言
う
と
驚
か
れ
る
が
、
民
主
主
義
の
名
の
下
で
検
閲
が
行
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
た

だ
日
本
の
歴
史
に
関
わ
る
だ
け
で
は
な
く
、
私
達
一
人
一
人
の
将
来
に
関
わ
る
問
題
で
あ
り
、
権
力
者
に

よ
る
情
報
統
制
は
、「
今
日
も
多
く
の
国
で
、
あ
ま
た
の
や
り
方
で
行
わ
れ
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
つ

ま
り
、
検
閲
は
過
去
の
こ
と
で
も
、
日
本
と
い
う
一
地
域
に
お
け
る
特
殊
な
こ
と
で
も
な
く
、
我
々
の
現

在
と
将
来
に
関
わ
る
問
題
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
二
〇
一
〇
年
に
は
繁
沢
敦
子
の
『
原
爆
と
検
閲
』（
繁
沢 2010

）
と
い
う
新
書
が
出
版
さ
れ
て
い

る
。
こ
ち
ら
は
、
日
本
人
記
者
が
見
た
原
爆
被
害
だ
け
で
な
く
、
ア
メ
リ
カ
人
記
者
た
ち
が
見
た
原
爆
被

害
も
伝
わ
ら
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
を
検
証
し
た
本
で
あ
る
。
大
日
本
帝
国
政
府
の
検
閲
、
ま
た
占
領
下

の
日
本
に
お
け
る
検
閲
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
民
主
主
義
の
象
徴
の
よ
う
な
国
ア
メ
リ
カ
も
、
戦
時

中
に
自
国
で
検
閲
を
行
っ
て
い
た
。
真
珠
湾
攻
撃
の
あ
っ
た
一
九
四
一
年
の
一
二
月
、
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大

統
領
は
検
閲
局
長
を
任
命
し
て
声
明
を
出
し
、「
す
べ
て
の
ア
メ
リ
カ
人
は
、
戦
争
を
嫌
う
よ
う
に
検
閲
も

嫌
う
。
し
か
し
、
こ
の
国
お
よ
び
他
の
す
べ
て
の
国
々
の
経
験
が
示
す
よ
う
に
戦
時
に
お
け
る
あ
る
程
度

の
検
閲
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
」（
繁
沢 2010: 106

）
と
述
べ
た
。
世
界
初
の
原
子
爆
弾
と
い
う
兵
器
が
使

用
さ
れ
、
敵
国
で
あ
る
大
日
本
帝
国
が
降
伏
し
た
中
で
、
連
合
軍
と
共
に
二
三
〇
人
以
上
の
従
軍
記
者
が

日
本
に
来
た
が
、
被
爆
地
に
つ
い
て
あ
る
程
度
の
記
事
は
出
た
も
の
の
、
そ
の
惨
状
が
そ
の
ま
ま
伝
え
ら
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れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

現
在
の
検
閲

　

過
去
の
話
を
見
て
き
た
が
、
現
在
も
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
っ
て
い
る
。
二
〇
二
一
年
は
日
本
の
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
で
も
、
香
港
の
問
題
が
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
中
国
に
批
判
的
な
論
調
で
知
ら
れ
る
香

港
の
新
聞
『
リ
ン
ゴ
日
報
』
が
、
香
港
国
家
安
全
維
持
法
に
違
反
し
た
と
し
て
警
察
に
資
金
を
凍
結
さ
れ
、

相
次
ぐ
関
係
者
の
逮
捕
な
ど
を
受
け
て
発
行
停
止
と
な
っ
た
こ
と
が
報
じ
ら
れ
た
。
国
家
権
力
に
よ
り
資

金
が
凍
結
さ
れ
た
り
、
関
係
者
が
逮
捕
さ
れ
た
り
す
る
と
、
新
聞
の
発
行
は
で
き
な
く
な
る
。
ブ
ラ
ウ
が

権
力
者
に
よ
る
情
報
統
制
の
試
み
は
、
今
日
も
多
く
の
国
で
、
あ
ま
た
の
や
り
方
で
行
わ
れ
て
い
る
と
述

べ
た
よ
う
に
、
権
力
者
に
よ
る
情
報
統
制
は
、
ま
さ
に
今
、
世
界
中
で
行
わ
れ
て
い
る
問
題
で
も
あ
る
。

二
〇
二
一
年
六
月
二
四
日
の
記
者
会
見
で
、
中
国
外
務
省
の
趙
立
堅
報
道
官
は
、「
香
港
は
法
の
下
に
あ
る

社
会
で
あ
り
法
の
外
に
あ
る
楽
園
で
は
な
い
。
報
道
の
自
由
は
免
罪
符
で
は
な
い
。
香
港
政
府
は
必
ず
法

律
を
守
り
、
違
反
す
れ
ば
調
査
し
、
厳
格
に
法
の
執
行
を
行
う
」
と
述
べ
た
。
一
方
で
、
Ｅ
Ｕ
（
欧
州
連
合
）

の
報
道
官
は
、「
中
国
が
強
要
し
た
香
港
国
家
安
全
自
治
法
が
い
か
に
報
道
と
表
現
の
自
由
を
抑
え
込
む
た

め
に
使
わ
れ
て
い
る
か
を
明
確
に
示
す
も
の
だ
」
と
、
そ
も
そ
も
の
法
の
運
用
を
問
題
視
し
て
い
る
（N

H
K
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N
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S W
EB 2021

）。
同
様
の
情
報
統
制
は
、
二
〇
二
二
年
二
月
に
始
ま
っ
た
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
で
も
、
ロ
シ
ア
国
内
で
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
盛
ん
に
報
道
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
も
例
外
で
は
な
い
。
二
〇
一
七
年
九
月
に
ロ
イ
タ
ー
は
、
以
下
の
よ
う

な
記
事
を
流
し
た
。

　

九
月
一
日
、
言
論
と
表
現
の
自
由
に
関
す
る
国
連
の
特
別
報
告
者
デ
ー
ビ
ッ
ド
・
ケ
イ
氏
は
一
日
、

ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
の
メ
デ
ィ
ア
批
判
は
表
現
の
自
由
を
敵
視
す
る
世
界
的
な
傾
向
の
表
れ
で
あ
り
、

米
国
の
公
共
の
利
益
を
損
な
う
も
の
だ
と
す
る
文
書
を
公
表
し
た
。
ケ
イ
氏
は
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領

が
二
月
一
七
日
に
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
報
道
機
関
を
「
米
国
民
の
敵
」
と
呼
ん
だ
こ
と
に
関
し
、
狙
い
が

あ
っ
て
の
こ
と
だ
と
指
摘
。
…
…
中
略
…
…
同
氏
は
、
大
統
領
の
痛
烈
な
批
判
は
自
ら
の
政
策
を
批

判
す
る
者
を
黙
ら
せ
、
政
府
が
税
金
で
何
を
し
て
い
る
の
か
国
民
が
知
る
権
利
を
阻
害
す
る
こ
と
に

つ
な
が
っ
て
い
る
と
し
た
。
さ
ら
に
「
独
立
系
報
道
機
関
を
批
判
す
る
大
統
領
の
活
動
に
よ
り
、
最

も
被
害
を
被
っ
て
い
る
の
は
米
国
民
だ
。
大
統
領
は
そ
う
す
る
こ
と
で
政
治
的
な
価
値
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
は
間
違
い
で
あ
り
、
本
質
的
な
価
値
を
長
期
的
に
損
な
う
リ
ス

ク
が
あ
る
」
と
指
摘
し
た
（
ロ
イ
タ
ー 2017

）。
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こ
こ
に
登
場
す
る
ア
メ
リ
カ
の
法
学
者
で
も
あ
る
国
連
特
別
報
告
者
デ
ー
ビ
ッ
ド
・
ケ
イ
は
、
二
〇
一
六

年
に
日
本
に
も
警
告
を
出
し
て
い
る
。
国
際
連
合
広
報
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
次
の
よ
う
な

文
章
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

「
意
見
及
び
表
現
の
自
由
」
の
調
査
を
担
当
す
る
国
連
特
別
報
告
者
デ
ィ
ビ
ッ
ド
・
ケ
イ
氏
が
火
曜
日

（
四
月
一
九
日
）、
日
本
政
府
に
対
し
、
メ
デ
ィ
ア
の
独
立
性
保
護
と
国
民
の
知
る
権
利
促
進
の
た
め
の

対
策
を
緊
急
に
講
じ
る
よ
う
要
請
し
ま
し
た
。「
日
本
は
、
報
道
の
自
由
を
明
確
に
保
護
し
た
憲
法

に
、
当
然
の
誇
り
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
報
道
の
独
立
性
は
重
大
な
脅
威
に

直
面
し
て
い
ま
す
」
と
、
一
週
間
の
日
本
滞
在
を
終
え
た
ケ
イ
氏
は
述
べ
ま
し
た
。

「
脆
弱
な
法
的
保
護
、
新
た
に
採
択
さ
れ
た
『
特
定
秘
密
保
護
法
』、
そ
し
て
政
府
に
よ
る
『
中
立
性
』

と
『
公
平
性
』
へ
の
絶
え
間
な
い
圧
力
が
、
高
い
レ
ベ
ル
の
自
己
検
閲
を
生
み
出
し
て
い
る
よ
う
に

見
え
ま
す
」
と
ケ
イ
氏
は
言
い
ま
す
。「
こ
う
し
た
圧
力
は
意
図
し
た
効
果
を
も
た
ら
し
ま
す
。
そ
れ

は
メ
デ
ィ
ア
自
体
が
、
記
者
ク
ラ
ブ
制
度
の
排
他
性
に
依
存
し
、
独
立
の
基
本
原
則
を
擁
護
す
る
は

ず
の
幅
広
い
職
業
的
な
組
合
組
織
を
欠
い
て
い
る
か
ら
で
す
」「
多
く
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
、
自
身

の
生
活
を
守
る
た
め
に
匿
名
を
条
件
に
私
と
の
面
会
に
応
じ
て
く
れ
ま
し
た
が
、
国
民
的
関
心
事
の
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扱
い
の
微
妙
な
部
分
を
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
圧
力
の
存
在
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
ま
し
た
。
彼
ら

の
多
く
が
、
有
力
政
治
家
か
ら
の
間
接
的
な
圧
力
に
よ
っ
て
、
仕
事
か
ら
外
さ
れ
、
沈
黙
を
強
い
ら

れ
た
と
訴
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ほ
ど
の
強
固
な
民
主
主
義
の
基
盤
の
あ
る
国
で
は
、
そ
の
よ
う
な
介

入
に
は
抵
抗
し
て
介
入
を
防
ぐ
べ
き
で
す
」（
国
際
連
合
広
報
セ
ン
タ
ー 2016

）

　

こ
の
の
ち
、
ケ
イ
は
二
〇
一
七
年
に
国
連
の
人
権
理
事
会
に
報
告
書
を
提
出
し
た
。
こ
の
報
告
書
案
に

対
し
て
、
日
本
政
府
は
一
八
頁
に
わ
た
る
コ
メ
ン
ト
を
出
し
て
い
る
。
こ
の
中
で
、
日
本
政
府
は
「
指
摘

さ
れ
た
事
実
の
多
く
が
伝
聞
や
推
測
に
基
づ
い
て
い
る
」
と
主
張
し
、
こ
れ
に
対
し
て
ケ
イ
が
「
伝
聞
で

は
な
く
、
事
実
に
立
脚
し
て
い
る
」
と
反
論
す
る
な
ど
、
双
方
の
主
張
は
対
立
し
て
い
る
。
二
〇
一
九
年

に
も
ケ
イ
は
、
ス
イ
ス
で
開
か
れ
た
国
連
人
権
理
事
会
で
、
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
の
独
立
性
に
懸
念
を
示
す

追
加
の
報
告
書
を
提
出
し
た
。
こ
の
こ
と
を
め
ぐ
っ
て
は
、
日
本
政
府
や
マ
ス
コ
ミ
を
含
め
、
様
々
な
動

き
が
見
ら
れ
る
。

　

二
〇
二
一
年
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
の
受
賞
者
の
一
人
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ド
ゥ
テ
ル
テ
政
権
に
批
判
的

な
報
道
を
続
け
て
き
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
マ
リ
ア
・
レ
ッ
サ
だ
っ
た
。
レ
ッ
サ
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、

「
東
南
ア
ジ
ア
で
民
主
主
義
や
報
道
の
自
由
が
後
退
し
て
い
る
」
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
、「
記
者
の
使
命
は
か
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つ
て
な
い
ほ
ど
重
要
だ
。
民
主
主
義
の
健
全
性
は
、
厳
し
い
質
問
を
投
げ
掛
け
る
勇
気
が
あ
る
か
ど
う
か

に
か
か
っ
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
（『
中
国
新
聞
』
二
〇
二
一
年
一
〇
月
一
五
日
）。
今
一
人
の
受
賞
者
は
、
ロ

シ
ア
の
新
聞
ノ
ー
バ
ヤ
・
カ
ゼ
ー
タ
の
編
集
長
、
ド
ミ
ト
リ
ー
・
ム
ラ
ー
ト
フ
だ
っ
た
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
が
受
賞
者
と
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
そ
れ
ほ
ど
の
圧
力
が
か
か
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
も
あ
る
。
ノ
ー
バ
ヤ
・
ガ
ゼ
ー
タ
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が
終
わ
る
ま
で
の
間
、
一
時
休
刊
を
発

表
し
て
い
る
。

報
道
の
中
で
語
ら
れ
な
い
も
の

　

原
爆
被
害
の
報
道
を
見
て
き
た
が
、「
事
実
」
と
し
て
で
は
な
く
、
ど
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
き
た
か
と
い

う
点
に
着
目
す
る
こ
と
で
、
見
え
て
く
る
も
の
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
報
道
に
影
響
を
与
え

る
要
因
に
は
、
本
章
で
見
て
き
た
よ
う
な
公
権
力
の
介
入
も
あ
る
が
、
現
在
で
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
首
都

圏
と
地
方
の
関
係
性
や
ス
ポ
ン
サ
ー
が
与
え
る
影
響
の
問
題
な
ど
も
あ
る
。
報
道
は
「
事
実
」
を
扱
う
も

の
と
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、
過
去
の
原
爆
被
害
の
報
道
を
見
る
と
、
そ
の
時
々
の
社
会
状
況
に
随
分
と
左
右

さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。「
ペ
ン
は
剣
よ
り
も
強
し
」
と
い
う
よ
う
に
、
言
論
が
紡
ぐ

力
は
確
か
に
大
き
い
。
し
か
し
、
過
去
を
見
れ
ば
、
何
か
あ
っ
た
時
に
真
っ
先
に
変
質
す
る
の
は
、
報
道
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と
学
校
教
育
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
日
本
に
住
む
私
た
ち
は
、
香
港
で
起
こ
っ
て
い
る
言
論
弾
圧
も
、
ロ
シ

ア
の
侵
攻
下
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
市
民
の
状
況
も
、
報
道
さ
れ
な
け
れ
ば
、
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
現
地
で

苦
し
む
人
々
の
状
況
が
正
し
く
伝
わ
ら
な
け
れ
ば
、
思
い
を
寄
せ
る
こ
と
が
難
し
く
な
り
、
私
た
ち
の
判

断
も
異
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。
報
道
の
重
要
性
を
思
う
。

　
「
歴
史
は
勝
者
が
つ
く
る
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ
が
あ
る
。
過
去
の
出
来
事
の
中
に
は
、
記
憶
さ
れ
る
も
の

よ
り
も
忘
却
さ
れ
る
も
の
の
方
が
圧
倒
的
に
多
く
、
色
々
な
理
由
で
歴
史
と
し
て
残
ら
な
い
も
の
が
あ
る
。

そ
の
理
由
の
一
つ
に
、
検
閲
も
こ
れ
に
含
ま
れ
る
が
、
強
い
者
の
声
が
大
き
く
な
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。

そ
れ
は
、
裏
を
返
せ
ば
、
弱
い
者
の
声
が
残
り
に
く
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
被
爆
者
に
会
っ
て
話
を
聞

く
際
に
、
度
々
、
三
・
一
一
や
熊
本
地
震
な
ど
の
災
害
の
話
が
で
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
現
在
、
日
本
各
地

で
起
こ
る
災
害
で
は
、
災
害
後
に
続
々
と
被
災
地
に
救
援
が
入
っ
て
い
く
様
子
が
報
道
さ
れ
る
。
そ
れ
を

見
て
、「
あ
あ
ー
、
よ
か
の
う
。」「
俺
た
ち
に
、
こ
れ
ら
の
ひ
と
か
け
ら
で
も
、
あ
っ
と
っ
た
ら
の
う
」「
救

援
が
来
る
は
ず
が
な
い
。
だ
っ
て
、
誰
も
知
ら
な
い
ん
だ
か
ら
」
と
嘆
息
す
る
の
で
あ
る
。
原
爆
被
害
に

関
す
る
報
道
と
同
じ
く
、
今
の
世
界
に
も
、
報
道
さ
れ
な
い
た
め
に
、
知
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
被
害
が
あ

る
。
私
た
ち
が
辿
っ
て
き
た
過
去
の
歴
史
を
振
り
返
る
時
、
ま
た
、
日
々
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
る
時
に
、
語

ら
れ
て
い
な
い
も
の
は
何
か
、
声
を
持
た
な
い
人
に
目
を
向
け
る
と
い
う
視
点
を
持
つ
こ
と
が
、
大
事
な
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の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
ま
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
侵
攻
す
る
ロ
シ
ア
の
戦
車
の
映
像
を

見
つ
つ
、
そ
の
よ
う
に
感
じ
て
い
る
。
原
爆
被
害
と
い
う
歴
史
的
出
来
事
を
現
在
の
視
点
か
ら
取
り
上
げ

る
と
い
う
こ
と
は
、
今
の
私
た
ち
が
抱
え
る
社
会
の
ゆ
が
み
を
考
え
る
こ
と
に
も
繋
が
る
。
語
ら
れ
な
い

も
の
に
目
を
向
け
る
と
い
う
姿
勢
は
、「
平
和
」
を
考
え
る
こ
と
で
も
あ
り
、
私
た
ち
の
住
む
世
界
を
よ
り

豊
か
に
す
る
と
考
え
て
い
る
。
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